
京都大学法学部 2024 年度後期 国際機構法（濵本） 
第 2 部 10. 紛争処理（3）――国内法上の手続を利用する際の問題 免除 

練習問題 
 
 予習課題 3.の【事例 2】から【事例 7】までのすべてを整合的に説明しようとするな

らば、これら判例はどのような立場に立っていると説明することになるか。また、その

ような立場にはどのような批判がもたらされる可能性があるか。 


